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夏秋レタスの生産（生育）出荷状況について（平成２０年７月１３日時点） 

 
１ 農協名：長野八ヶ岳農業協同組合 

 
２ 生産（生育）出荷状況 

（１） 生産状況 

・ 作付け状況（作付面積、前年・平年との増減％） 
約１，４００ha、前年比やや増（２～３％） 

 
・ 作付け時期（主な作型の定植時期、前年・平年と比較して早かったか、遅かっ

たか） 
  例年並みに播種、畑作り始まったが４月・５月ともに雨多くマルチ張り等作業は遅れる。 

   定植は条件悪くも、例年並みに４月から始まり、今後８月中旬まで継続。 
  
（２） 生育状況・出荷量 

・ 生育状況（生育・作柄は前年・平年と比較してどうか） 
春以来の多雨により、マルチ内過湿状態。作柄は地域、圃場、品種間格差ある。 

   前年に比べ玉伸びは落ちる。病害の発生もあり反収は減。７月初旬数日夜温高

く、玉伸びし先週一時的に出荷量増えたが、土日急激に照られ、巻き鈍り今週

数量減少。 
昨年は、日照不足と集中豪雨により中旬以降作柄一気に悪化した。 

  
・ 出荷時期（出荷時期は前年・平年と比較して早いか、遅いか） 

播種・定植・出荷も同様に昨年並みだが、全体的に作型は前進化し、後ろは伸びて作期は

拡大。 
  

・ 出荷のピークの時期（出荷のピークはいつごろか、早いのか、遅いのか） 
例年通り、６月下旬～９月下旬出荷最盛期となる。 

  
・ 出荷量（出荷量は前年・平年と比較して多いのか、少ないのか） 
① ７月 計画１５、１００t 作付けはやや増   ※出荷量は今後の天候次第。 

                         ３日後に激変するのもレタス。 
  ② ８月 計画１５、４００t          やや増    現状、昨年ほどは悪くない。 
                            諸状況から大豊作は無いか。 
  ③ ９月 計画１３、１００t     やや増    ２毛作・２期作を含めて。 
                            周期的に出荷の波ありそう。 
  ④１０月 計画 ２、５００t     やや増 
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